
　

一
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
居
住
者
す

べ
て
の
居
住
の
安
定
を
守
り
、
貴

重
な
社
会
資
産
で
あ
る
同
住
宅
を

公
共
賃
貸
住
宅
と
し
て
良
好
な
維

持
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
。

　

二
、
高
齢
者
、
低
所
得
者
、
子

育
て
世
代
等
へ
の
住
宅
供
給
は
、

事
業
主
体
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、

国
の
責
任
に
お
い
て
行
い
、
か
つ

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃

制
度
に
改
め
る
こ
と
。

　

三
、
都
市
再
生
機
構
は
、
賃
貸

住
宅
の
売
却
、
削
減
を
目
指
し
、

団
地
再
生
、
再
編
方
針
と
定
期
借

家
契
約
導
入
方
針
を
決
め
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
見
直
し
、
国
民
の

居
住
安
定
第
一
の
公
共
住
宅
政
策

を
確
立
す
る
こ
と
。

　

政
府
は
平
成
二
二
年
度
予
算
か

ら
導
入
し
た
子
ど
も
手
当
に
つ
い

て
、
全
額
国
庫
負
担
で
実
施
す
る

と
の
方
針
を
繰
り
返
し
表
明
し
て

き
た
が
、
二
二
年
度
予
算
で
は
、

暫
定
措
置
と
し
て
地
方
負
担
約
六
、

一
〇
〇
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

子
ど
も
手
当
の
よ
う
な
全
国
一

律
の
現
金
給
付
は
、
国
が
担
当
し

全
額
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
は
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、

地
方
に
負
担
を
転
嫁
す
る
こ
と
な

く
全
額
国
費
を
財
源
と
し
て
実
現

す
る
こ
と
。

　

万
が
一
、
平
成
二
三
年
度
以
降

も
地
方
負
担
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
町
田
市
議
会
は
、
そ
の
負
担
と

事
務
を
返
上
し
、
独
自
に
子
ど
も

・
子
育
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

を
真
剣
に
検
討
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

　

一
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
事

業
の
実
施
や
雇
用
の
創
出
に
活
用

で
き
る
交
付
金
を
早
急
に
実
施
す

る
こ
と
。

　

二
、
地
方
一
般
財
源
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税

の
法
定
率
の
見
直
し
、
地
方
法
人

課
税
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
よ
る

地
域
間
税
源
の
偏
在
是
正
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
。

　

三
、
補
助
金
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
障
、
義
務
教

育
な
ど
住
民
へ
の
基
本
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
、
現

在
あ
る
補
助
金
制
度
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、

地
方
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

　

一
一
月
二
三
日
に
北
朝
鮮
に
よ

る
韓
国
領
延
坪
島
陸
上
に
対
し
て

卑
劣
な
砲
撃
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
菅
直
人
総
理

を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
対
応
は

拙
劣
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

地
方
自
治
体
は
周
辺
事
態
が
発

生
す
れ
ば
、
周
辺
事
態
法
に
基
づ

き
関
係
行
政
機
関
の
求
め
に
応
じ

港
湾
・
空
港
の
使
用
等
、
国
に
協

力
す
る
。
国
家
の
危
機
管
理
は
国

と
地
方
自
治
体
が
有
機
的
に
連
携

協
力
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
司
令
塔
た
る
内
閣
が
こ
の
よ

う
な
危
機
意
識
の
薄
い
対
応
で
は
、

わ
が
国
の
平
和
・
安
全
・
領
土
を

守
る
体
制
と
し
て
誠
に
心
も
と
な

い
。
政
府
に
対
し
て
万
全
の
危
機

管
理
体
制
の
構
築
を
求
め
る
。

　　

ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大

統
領
が
一
一
月
一
日
、
わ
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
一

つ
国
後
島
を
訪
問
し
た
。

　

北
方
領
土
は
歴
史
的
に
も
国
際

法
上
も
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
今
般
の
メ
ド

ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
北
方
領
土

訪
問
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
毅
然
た
る
外
交
姿
勢
で
ロ
シ

ア
に
対
し
て
臨
む
よ
う
強
く
求
め

る
と
と
も
に
、
北
方
領
土
問
題
を

早
期
解
決
に
導
く
た
め
に
も
、
早

急
に
外
交
戦
略
の
立
て
直
し
を
図

る
よ
う
求
め
る
。

　　

皆
保
険
の
基
礎
を
な
す
国
民
健

康
保
険
は
、
制
度
設
計
さ
れ
た
当

時
に
比
べ
加
入
者
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
無
職
者
や
年
金
生
活

者
な
ど
の
低
所
得
者
の
占
め
る
割

合
が
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
高

齢
社
会
の
進
行
等
に
伴
う
医
療
費

の
増
大
と
相
ま
っ
て
国
保
会
計
は

慢
性
的
な
赤
字
に
陥
り
、
加
入
者

の
保
険
料
負
担
は
家
計
の
圧
迫
と

な
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
高
額
医
療
費
共
同
事

業
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
、
財
政

安
定
化
支
援
事
業
な
ど
国
保
財
政

基
盤
強
化
策
の
拡
充
強
化
を
は
か

る
と
と
も
に
、
国
庫
負
担
割
合
を

引
き
上
げ
る
こ
と
を
緊
急
に
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

　　

平
成
一
九
年
度
か
ら
国
は
、
脳

脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
治
療
の
確

立
に
関
す
る
研
究
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
成
果
を
早
期
に
実
現

す
る
た
め
以
下
の
項
目
を
要
望
す

る
。

　

一
、
本
事
業
に
お
い
て
は
症
例

数
に
お
い
て
中
間
目
標
（
一
〇
〇

症
例
）
が
達
成
さ
れ
た
た
め
、
本

年
度
中
に
診
断
基
準
を
定
め
る
こ

と
。

　

二
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、
来

年
度
に
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
を
そ

の
治
療
法
と
し
て
確
立
し
早
期
に

保
険
適
用
す
る
こ
と
。

　

三
、
本
疾
病
の
治
療
を
、
共
済

・
労
災
・
自
賠
責
保
険
の
対
象
に

す
み
や
か
に
加
え
る
こ
と
。

　　

第
五
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

検
討
が
厚
労
省
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
以
下
の
よ
う
に
高
齢
者

の
負
担
増
と
給
付
削
減
で
あ
る
。

①
軽
度
者
の
保
険
か
ら
の
除
外
、

②
利
用
料
一
割
か
ら
二
割
に
引
き

上
げ
、
③
施
設
の
多
床
室
室
料
値

上
げ
、
④
施
設
の
低
所
得
者
負
担

軽
減
の
制
限
、
⑤
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
有
料
化
な
ど
、
い
ず
れ
も
高
齢

者
の
介
護
難
民
化
を
増
大
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
政
府

が
給
付
削
減
と
負
担
増
を
や
め
、

国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

る
。

　　

ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス

１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
│
１
）
は
、
致

死
率
の
高
い
「
成
人
Ｔ
細
胞
白
血

病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
」
や
、
進
行
性
の

歩
行
・
排
尿
障
害
を
伴
う
「
せ
き

髄
疾
患
（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
」
等
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
国
内
の
感
染
者
数

（
キ
ャ
リ
ア
）
は
一
〇
〇
万
人
以

上
と
推
定
さ
れ
、
毎
年
約
一
、
〇

〇
〇
人
以
上
が
Ａ
Ｔ
Ｌ
で
命
を
落

と
し
、
Ｈ
Ａ
Ｍ
発
症
者
は
激
痛
や

両
足
麻
痺
、
排
尿
障
害
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
。
主
な
感
染
経
路
は
、

母
乳
を
介
す
る
母
子
感
染
が
六
割

以
上
を
占
め
、
現
代
の
医
学
で
は

い
ま
だ
に
根
本
的
な
治
療
法
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
へ
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
の
総

合
的
な
対
策
の
推
進
が
不
可
欠
で

す
。
よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ

ル
ス
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
│
１
）
の

感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
「
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ
│
１
総
合
対
策
」
を
推
進
す
る

よ
う
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す

る
。

　　

国
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防

接
種
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度

と
来
年
度
に
限
定
し
基
金
を
都
道

府
県
に
設
置
し
、
市
町
村
の
事
業

に
対
し
、
補
助
範
囲
等
を
定
め
、

か
か
る
経
費
を
措
置
す
る
も
の
と

し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
は
補
助
期
間
を

二
カ
年
度
に
限
定
し
た
も
の
と
し

て
お
り
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
明
示
し
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
国
に

対
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に

関
し
て
次
の
事
項
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
、
補
助
の
継
続
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
接
種
費
用
の
全
額
を

国
で
補
助
す
る
よ
う
強
く
望
む
。

　　

下
記
の
対
策
を
国
に
求
め
ま
す
。

　

一
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
役
割
分
担
を
見
直
し
、
自
治
体

の
負
担
の
軽
減
と
事
業
者
に
適
正

な
負
担
を
課
す
な
ど
、
分
別
収
集

・
選
別
保
管
の
費
用
負
担
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。

　

二
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス

を
促
進
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
課

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

①
レ
ジ
袋
な
ど
使
い
捨
て
容
器

の
発
生
を
抑
制
し
、
リ
ユ
ー
ス
容

器
の
普
及
を
促
す
。

　

②
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
。

　

三
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
仕
組
み
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

民
主
党
税
制
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
は
、
平
成
二

三
年
度
税
制
改
正
に
あ
た
り
、

「
ペ
ッ
ト
の
無
責
任
な
放
棄
を
行

政
が
費
用
負
担
す
る
負
の
連
鎖
に

手
を
打
つ
」
と
し
て
、
「
ペ
ッ
ト

税
」
の
導
入
を
盛
り
込
む
よ
う
提

言
し
た
。
同
税
導
入
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
は
、
世
界
先
進
各
国
の

ペ
ッ
ト
動
物
飼
育
動
向
調
査
や
ペ

ッ
ト
税
制
導
入
国
の
実
情
を
綿
密

に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
獣
医
師

会
や
動
物
愛
護
関
係
団
体
等
と
も

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
状
の

状
態
で
早
急
・
安
易
に
導
入
を
は

か
る
べ
き
で
は
な
い
。
よ
っ
て
町

田
市
議
会
は
、
国
に
対
し
、
ペ
ッ

ト
税
導
入
の
必
要
性
の
有
無
を
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

　

三
月
に
卒
業
予
定
の
学
生
の
就

職
内
定
率
は
五
七
・
六
％
と
「
超

氷
河
期
」
の
状
況
で
あ
る
。
未
曾

有
の
就
職
難
の
も
と
「
自
分
が
社

会
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
気
が
す

る
」
と
長
い
就
職
活
動
に
心
身
と

も
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

就
職
活
動
の
早
期
化
・
長
期
化

に
よ
っ
て
、
学
生
は
内
定
が
得
ら

れ
ず
焦
り
と
不
安
を
感
じ
る
中
で

学
生
が
四
年
間
を
通
し
て
十
分
な

学
び
と
成
長
が
保
障
さ
れ
な
い
ま

ま
社
会
に
送
り
出
さ
れ
る
事
は
、

企
業
や
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
で
あ
る
。

　

学
業
と
就
職
活
動
が
両
立
で
き

る
様
に
実
効
性
の
あ
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
速
や
か
に
つ
く
る
様
に
政

府
及
び
国
会
に
対
し
強
く
求
め
る
。

　

　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
、
第
一

一
二
号
議
案
「
町
田
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
、
採
決
終
了
後
に

左
記
の
二
つ
の
附
帯
決
議
を
付
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

記

　

第
一
一
二
号
議
案
に
対
す
る

　

附
帯
決
議

一
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い

て
は
、
急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到

来
・
医
療
技
術
の
高
度
化
に
伴
う
、

保
険
給
付
費
の
増
大
に
加
え
、
保

険
税
負
担
能
力
の
低
い
被
保
険
者

の
割
合
増
加
で
収
納
率
の
低
下
を

招
い
て
い
る
。

　

慢
性
的
な
収
支
不
均
衡
に
よ
る

構
造
的
疲
労
は
限
界
に
達
し
、
保

険
税
率
の
改
定
等
、
市
民
の
負
担

も
増
大
し
て
い
る
。

　

保
険
者
た
る
町
田
市
は
、
国
及

び
東
京
都
に
対
し
、
早
期
か
つ
根

本
的
な
当
該
制
度
改
革
を
強
く
求

め
ら
れ
た
い
。

　

第
一
一
二
号
議
案
に
対
す
る

　

附
帯
決
議

一
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い

て
は
、
保
険
者
に
対
し
て
、
保
険

税
の
収
納
方
法
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
利
用
を
可
能
に
す
る
な
ど

拡
充
を
図
る
こ
と
。

一
、
支
出
面
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
な
ど
、

薬
剤
費
の
削
減
の
数
値
目
標
化
を

図
る
こ
と
。

　

本
会
議
の
結
果　
　
　
　
　

　

一
二
月
二
二
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
第
一
一
二
号
議
案
「
町
田

市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
は
、
賛
成
多
数

を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅

と
し
て
継
続
、
発
展
さ
せ
、

居
住
者
の
居
住
安
定
策
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書

子
ど
も
手
当
の
地
方
負
担
に

関
す
る
決
議

政
府
に
対
し
万
全
の
危
機
管

理
体
制
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書

ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方
領
土

訪
問
に
対
し
、
毅
然
と
し
た

外
交
姿
勢
を
求
め
る
意
見
書

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
法
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国

庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
意

見
書

介
護
保
険
の
給
付
削
減
、
負

担
増
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル

ス
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
│
１
）

総
合
対
策
を
求
め
る
意
見
書

学
業
と
両
立
で
き
る
就
職
活

動
の
実
効
性
あ
る
ル
ー
ル
づ

く
り
を
求
め
る
意
見
書 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

見
直
し
、
発
生
抑
制
と
再
使

用
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
の
検
討
を
求
め
る
意
見
書

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
国
庫

負
担
を
続
け
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

地
方
財
政
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
七
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
九
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
八
件
あ
て

　
　
　
　
　
　
　

町
田
市
長
あ
て

ペ
ッ
ト
税
導
入
に
対
し
慎
重

な
検
討
を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
で

附
帯
決
議

議員提出議案
意見書・決議（要旨）

第4回定例会では意見書12件・決議1件を可決し、
議長名で関係行政庁へ提出しました。

要旨は次のとおりです。
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